
 

まちづくり市民意識調査 
 

２０２４年１２月 

明 石 市  

《市民意識調査へのご協力をお願いします》 
 

市民の皆さまには、日ごろから市政の推進にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうご

ざいます。 

全国的には人口減少が進む中、本市では「こどもを核としたまちづくり」「誰にもやさしい

まちづくり」を重点的に推進してきたことで、誰もが住みやすいまちとして選ばれ、2013年か

ら12年連続で人口が増加しています。 

これからも明石が「住みたい、住み続けたいまち」であり続けるためには、これまでにも増

して、市民視点での一層の施策を展開し、市民の暮らしの質と安心、まちの魅力をより一層高

め、持続可能なまちにしていくことが必要となります。 

つきましては、大変お手数をおかけしますが、市民ニーズをしっかりと踏まえたまちづくり

のため、市民意識調査へのご協力をお願いします。ご参考に、市の主な取組をまとめた市政ガ

イドを同封しておりますので、ぜひご覧ください。 

なお、調査結果の概要については、後日、市のホームページ等でお知らせいたします。  
追伸：調査にご協力いただくお礼として、天文科学館の招待券を同封しております。是非とも

一度お出かけいただければ幸いです。  

《ご回答にあたって》 

・このアンケート調査は、18歳以上の市民の皆さま（2024年12月1日時点）の中から、 

無作為に5,000名の方を選び、調査票をお送りしています。 

・あて名の方、ご本人がお答えください。 

・インターネットから回答できます。二次元コードからアクセスし、 

2025年１月17日（金）までにご回答ください。 

インターネットから回答時に右のIDを入力してください。（ＩＤ：        ） 

ＵＲＬ：https://questant.jp/q/1SFZ7TO8 

・インターネットによる回答が難しい場合は、この調査票にご記入の上、折りたたみ、同封

の返信用封筒（切手不要）に入れて、2025年１月17日（金）までに投函してください。 

・氏名、住所等をご記入いただく必要はありません。回答内容から個人が特定されることはあ

りません。 

・ご回答いただきましたご意見に対し、個別に回答は行いませんので、ご了承ください。 

・この調査票につきまして、ご不明な点がございましたら、下記へお問い合わせください｡ 

【お問い合わせ先】 

明石市 市民とつながる課 

TEL：０７８－９１８－５０１０ 
FAX：０７８－９１８－５１０１ 
E-mail：tsunagaru@city.akashi.lg.jp  
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問１ 明石のまちについて 

ここでは、まちへの愛着や定住の意向、お住まいの地域の生活環境に対する意識についてお聞きしま

す。以下の各質問項目について、あてはまるものに○印を付けてください。 

１ 明石のまちに愛着を感じていますか？（※１つだけ選んでください） 

１ おおいに感じている  ２ 少し感じている  ３ あまり感じていない 

４ まったく感じていない  ５ どちらとも言えない 

２ お住まいの地域は住みやすいですか？（※１つだけ選んでください） 

１ たいへん住みやすい   ２ どちらかと言えば、住みやすい 

３ どちらかと言えば、住みにくい  ４ たいへん住みにくい 

５ どちらとも言えない 

３ お住まいの地域に今後も住み続けたいと思いますか？（※１つだけ選んでください）  

１ 今後も住み続けたい   ２ 市内の他の地域に移りたい 

３ 市外に移りたい    ４ わからない 

４ 明石のまちの誇れるところはどこにあると思いますか？（※３つまで選んでください） 

１ 海岸線や海の景観   ２ タイやタコなど豊富な海産物 

３ 明石原人、城下町などの歴史  ４ 子午線が通る時のまち 

５ 交通の利便性    ６ 盛んな文化芸術活動やスポーツ活動 

７ 活発な地域コミュニティ活動  ８ 子育て環境の良さ 

９ 自然災害の少なさ、温暖な気候 

10 その他（                                        ） 

  

１人でも多くの方の声を 

聞かせてください。ご協力 

よろしくお願いします。 
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５ お住まいの地域の生活環境について、どう感じていますか？ 

（※それぞれの項目について、あてはまるものに○印を１つ付けてください） 
 

 そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 

記入例） １ ２ ３ ４ ５ 

① 日常の買い物が便利である １ ２ ３ ４ ５ 

② 電車やバス、道路など交通の利便性が高い １ ２ ３ ４ ５ 

③ 病院など医療施設が充実している １ ２ ３ ４ ５ 

④ 学校の教育環境が良い １ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 子育て環境が良い １ ２ ３ ４ ５ 

⑥ 緑や海、公園など自然が豊かである １ ２ ３ ４ ５ 

⑦ 海産物、野菜など食がおいしい １ ２ ３ ４ ５ 

⑧ まちのイメージが良い １ ２ ３ ４ ５ 

⑨ 会社や工場など働く場所が多い １ ２ ３ ４ ５ 

⑩ 地震や台風、豪雨など自然災害が少ない １ ２ ３ ４ ５ 

⑪ 治安が良い １ ２ ３ ４ ５ 
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問２ 今後の明石のまちづくりについて 

 

 本市では、各分野で様々な取組を進めてきましたが、ここ数年、特にどの分野が良くなったと思いま

すか？ また、今後、どの分野を強く推進することが必要だと思いますか？ 

下記の①～㉜の中から、それぞれ３つまで選んで、□の中に数字を記入してください。 

（※「良くなった分野」と「強く推進すべき分野」で同じ番号を選んでも構いません） 

  ここ数年、良くなった分野           今後、強く推進すべき分野 
（施策に対する満足度）            （施策の重要度） 

        

  「㉜その他」を選んだ場合は、その分野をご記入ください。 

  （                ）      （                ） 

 

【健康・福祉分野】  
① 地域福祉の推進 

（地域主体の助けあいや見守りなど） 
 

② 高齢者支援の充実 
（認知症支援や総合支援センターの設置など） 
 

③ 元気高齢者への活動支援の充実 
（外出支援や高年クラブへの活動助成など） 

④ 障害者福祉の充実 

⑤ 子育て環境の充実 ⑥ 地域医療の充実 

⑦ 健康づくりの推進  

【教育・文化分野】  

⑧ 学校教育の充実 ⑨ 青少年の健全育成 

⑩ スポーツの振興 ⑪ 文化芸術の振興 

⑫ 生涯学習の推進 ⑬ 本のまちの推進 

【観光・産業分野】  

⑭ 商工業の振興 ⑮ 農業の振興 

⑯ 水産業の振興 ⑰ 観光の振興 

⑱ 就労・勤労者の支援  

【生活・環境分野】  

⑲ 防災・生活安全対策の推進 ⑳ 消防・救急の充実 

㉑ 環境の保全と創造 
（自然保護や再生可能エネルギーの推進など） 
 

㉒ 人権の尊重・共生社会の推進 
（多様な立場や価値観を認め合う意識の啓発など） 
 

㉓ コミュニティづくりの推進 
（地域課題の解決や地域主体のまちづくりなど） 

㉔ 都市間交流・国際交流の推進 
（周辺自治体との連携、姉妹都市や在住外国人との交流など） 

  

【都市基盤整備分野】  
㉕ 良好な都市環境の整備 

（区画整理事業や土地利用規制、景観形成など） 
㉖ 交通体系の構築 

（道路の整備やバスの充実など） 

㉗ 海辺の利活用の推進 ㉘ 公園の整備・緑化の推進 

㉙ 住環境の充実 
（住宅の耐震化や市営住宅の整備など） ㉚ 下水道の整備 

㉛ 安全安心な水の安定供給（上水道）  

【その他の分野】  

㉜ その他（ 上の回答欄に内容をご記入ください  ） 
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問３ 市民の皆さまの意識や行動について 

 

これまでのまちづくりの進捗状況の確認や今後の施策展開の参考とするため、市民の皆さまの 

意識や行動についてお聞きします。 

あなた自身の意識や行動について、あてはまるものに○印を付けてください。 

（※注意書きのない質問は、１つだけ選んでください） 

【健康・福祉分野】 

①支援が必要な高齢者や障害者などを地域で支え合う地域福祉活動が推進されていると感じますか？ 

１ とても感じる    ２ やや感じる 

３ あまり感じない    ４ まったく感じない 

②普段の生活で何か困ったことがあったとき、相談できる人が地域にいますか？ 

１ いる     ２ いない 

③日常生活の中で、健康のためによい生活習慣（食事や運動など）に取り組んでいますか？ 

１ おおいに取り組んでいる   ２ ある程度取り組んでいる 

３ あまり取り組んでいない   ４ まったく取り組んでいない 

④あなたの理想の子どもの数は何人ですか？ 

１ １人   ２ ２人    ３ ３人 

４ ４人   ５ ５人以上（   人）  ６ 子どもは欲しくない（０人） 

現在、子どもは何人いますか？ 

１ １人   ２ ２人    ３ ３人 

４ ４人   ５ ５人以上（   人）  ６ ０人 

⑤理想の子どもの数が、結果的に持てないことがあるとしたら、その原因は何である可能性が高いで

すか？（※３つまで○） 

１ 子育てや教育にお金がかかりすぎる 

２ 出産・育児などに対して、職場の理解や協力が得にくい 

３ 家事・育児などに対して、家族の協力が得にくい 

４ 保育サービスなどの社会的支援が不十分 

５ 自分や夫婦の生活を大切にしたい 

６ 高年齢での育児への不安 

７ 今いる子どもに手がかかるから 

８ 家が狭いから 

９ その他（                                       ） 

10 特になし  
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⑥明石市で子育てをして、良かったと思う施策は何ですか？（※３つまで○） 

※18歳以下の子どもを持つ保護者のみ回答 

１ 高校生世代までのこども医療費無料化 

２ 第２子以降の保育料の完全無料化 

３ 公共施設（親子交流スペースハレハレ、天文科学館等）の入場料無料化 

４ 小中学校での少人数学級※１の実施 

５ 中学校給食の無償化 

６ 小中学校でのエアコンの設置 

７ 妊娠・出産・子育てまで切れ目のない相談支援パッケージ※２ 

８ おむつ定期便※３ 

９ 地域のこども支援活動（こども食堂、子育て支援センター等） 

10 本のまちの推進（市立図書館の充実、乳幼児への絵本のプレゼントなど） 

11 こども夢応援プロジェクト※４ 

12 その他（                                        ） 

13 特になし 

※１ 小中学校の少人数学級： 

きめ細やかな教育を行うため、市内の全小学校１年生の３０人学級、全中学校１年生の３５人学級を

実施しています。 

※２ 相談支援パッケージ： 

“妊娠・出産・子育て まるごと寄り添い支援”として、妊婦全員との面談やタクシー券のプレゼン

ト、産後ケア、家事・育児ヘルパーサービスの提供など、妊娠期から小学生までの各ステージで様々

な気付き・寄り添いの機会を設けています。 

※３ おむつ定期便： 

０歳養育世帯に毎月、紙おむつなどの赤ちゃん用品を宅配する際に赤ちゃんと保護者を見守る事業を

実施しています。 

※４ こども夢応援プロジェクト： 

家庭環境により、修学が困難なこどもたちが安心して夢に向かうことができるよう、高校進学に向け

た奨学金の支給、学習や相談の支援を行い、高校進学・進学後の学校生活をサポートする事業を実施

しています。 

 

⑦あなたの地域でこども食堂がどこで実施されているか知っていますか？ 

１ 知っているし関わったことがある（参加も含む） 

２ 知っている 

３ こども食堂は知っているが、どこで実施されているかは知らない 

４ こども食堂がどのようなものか知らない 

 

【教育・文化分野】 

⑧市立学校における学習指導に対して満足していますか？  

※市立小・中学校、明石商業高校に通学する児童、生徒がいる保護者のみ回答 

１ たいへん満足している   ２ ある程度満足している 

３ あまり満足していない   ４ まったく満足していない  
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⑨市立学校における学校教育の一層の充実に向けて、特に力を入れる必要があると思うことは何です

か？（※３つまで○） 

１ 学力向上に向けた取り組み  ２ 体力向上に向けた取り組み 

３ いじめ問題への対応   ４ 不登校児童生徒への支援 

５ 学校施設・設備の充実   ６ 情報教育の充実及び環境整備 

７ 教員の資質・指導力の向上  ８ 体験学習の充実 

９ 防災教育の充実    10 特別支援教育（障害のある子どもの支援）の充実 

11 英語教育の充実    12 その他（                  ） 

⑩この１年程度の間、生涯学習活動をしましたか？ 

１ よくした（月１回以上）   ２ 時々した（年に６回以上） 

３ あまりしていない    ４ まったくしていない 

※生涯学習活動の例 

・コミセンサークル活動・市民講座への参加 ・ウィズあかし主催講座やあかねカレッジ等の受講 

・地域活動やボランティア活動等への参加 

⑪この１年程度の間、スポーツや運動（１回あたり30分程度以上）をしましたか？ 

１ ほぼ毎日   ２ 週に４～５回   ３ 週に２～３回 

４ 週に１回   ５ 月に２～３回   ６ 年に数回 

７ ほとんどしていない 

※スポーツや運動とは 

・ルールに則り、他者と競い合い自らの限界に挑戦するものだけではなく、健康維持や仲間との交流な

ど、多様な目的で行うものも含みます。 

・例として、散歩、ダンス・健康体操、ハイキング・サイクリングなど 

⑫この１年程度の間、文化芸術活動をしましたか？ 

１ よくした（月１回以上）   ２ 時々した（年に６回以上） 

３ あまりしていない    ４ まったくしていない 

※文化芸術活動の例 

・コンサートや演劇、映画、美術などの鑑賞 ・音楽、茶道、いけばな、民謡、舞踊などの活動  

・文芸作品、工芸作品、絵画、書などの創作活動 

⑬本のまちの推進に向けて、特に力を入れる必要がある取組は何ですか？ 

１ 図書館の充実     ２ まちなかブックスポット※の充実 

３ 学校における読書活動の推進   ４ 乳幼児への本に触れる機会の提供 

５ 本に関するイベントの開催   ６  本を通した交流の場の提供 

７ その他（                                      ） 

※まちなかブックスポット 

誰もが気軽に本を手に取り親しむことができる“まちの小さな図書館”です。公共施設だけでなく、

個人の自宅やお店もあります。 

 

【観光・産業分野】 

⑭農水産物を購入する際に、明石産であることを意識していますか？ 

１ 十分に意識している    ２ やや意識している 

３ あまり意識していない    ４ ほとんど意識していない 
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【生活・環境分野】 

⑮ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）についてどのくらい知っていますか？ 

１ 内容まで知っている    ２ 大まかに内容を知っている 

３ 内容はわからないが言葉は聞いたことがある ４ ＳＤＧｓという言葉を知らない 

⑯ＳＤＧｓに貢献できるような取組をしていますか？ 

１ おおいに取り組んでいる    ２ ある程度取り組んでいる 

３ あまり取り組んでいない    ４ まったく取り組んでいない 

※ＳＤＧｓに貢献する取組の例 

・マイバック・マイボトルを利用する。  ・地域活動やボランティアに参加する。 

・フードドライブに寄付をする。   ・移動には公共交通機関を利用する。 

・地元で生産されたものを購入する。など 

⑰まちづくり協議会などの「校区まちづくり組織」が小学校区単位で設置され、地域のまちづくり活

動を行っていることを知っていますか？ 

１ 団体名・活動内容どちらも知っている ２ 団体名は知っているが、活動内容は知らない 

３ 活動内容は知っているが、団体名は知らない ４ 団体名・活動内容どちらも知らない 

※校区まちづくり組織とは 

校区連合自治会を中心に、中学校・小学校・幼稚園ＰＴＡ、校区子ども会、校区高年クラブ、民生委

員・児童委員などで構成される団体。構成する各種団体などが情報を共有し、部会や委員会をつくって

地域活動を展開しています。 

⑱この１年程度の間に、地域のまちづくり活動（自治会活動や校区まちづくり組織の活動、ボランテ

ィア活動など）に参加しましたか？ 

１ よく参加した    ２ ときどき参加した 

３ あまり参加していない   ４ まったく参加していない 

※地域のまちづくり活動の例 

・夏祭りや左義長（とんど）等のイベント  ・高齢者や障害者の手助けや介助 

・防災訓練や防犯、交通安全のための活動  ・地域の広報紙発行 

・公園の管理や、まちの緑化・清掃・美化活動 ・共同募金活動（赤い羽根募金など） 

・こども食堂の運営、スクールガード  ・その他、地域課題解決のための事業 

⑲あなたは家庭で家事・育児・介護を１日あたりどの程度行っていますか？ 

１ 全く行わない   ２ 30分未満   ３ 30分以上～１時間未満 

４ １時間以上～２時間未満  ５ ２時間以上～４時間未満 ６ ４時間以上 

⑳日常生活の中で、男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」という考えなど）を感じ

ることはありますか？ 

１ よく感じる    ２ 時々感じる 

３ あまり感じない    ４ 全く感じない 
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㉑地震や風水害などの災害に備えて、行っている対策はありますか？ 

（※あてはまるものすべてに○） 

１ 非常食、飲料水を蓄えている   ２ 家具が倒れないよう工夫している 

３ 災害時の避難場所を決めている   ４ 家族との安否確認の方法を決めている 

５ 災害時に必要な情報を入手する方法を知っている ６ その他（              ） 

７ 特に何もしていない 

㉒市では「ハザードマップ」を作成していますが、どの程度見ていますか？ 

１ 全体を詳しく見た    ２ 自分の住んでいる地域だけ見た 

３ マップがあることは知っているが、見ていない ４ マップがあることを知らなかった 

※市では、改定したハザードマップを令和４年５月に市内全戸に配布しています。災害に備え内容を確認

してください。 

㉓ごみの減量のために、普段から意識して取り組んでいますか？ 

１ おおいに取り組んでいる   ２ ある程度取り組んでいる 

３ あまり取り組んでいない   ４ まったく取り組んでいない 

㉔電気、ガス、ガソリンの使用量を減らすなど、普段から省エネ行動に取り組んでいますか？ 

１ おおいに取り組んでいる   ２ ある程度取り組んでいる 

３ あまり取り組んでいない   ４ まったく取り組んでいない 

㉕多様性を認め合える社会になってきていると感じますか？（障害者、外国人、ＬＧＢＴＱ＋など） 

１ とても感じる   ２ やや感じる   ３ あまり感じない 

４ まったく感じない  ５ わからない 

※市では、年齢・性別・障害・国籍などに関わらず、すべての人が安心して暮らすことができるインクル

ーシブなまちづくりを進めています。 

 

【都市基盤整備分野】 

㉖市内の道路環境の充実に向けて、何が重要とお考えですか？（※３つまで〇） 

１ 生活道路・通学路の安全・安心の向上  ２ 歩行者にやさしいバリアフリーの拡充 

３ 自転車の安全な走行空間の確保   ４ 自動車の安全な通行のための道路整備 

５ 渋滞緩和のための幹線道路整備や改良  ６ 道路の緑化や道路施設の省エネ化 

７ 災害時に備えた耐震化や道路の整備  ８ 危険箇所のパトロールや修繕の充実 

９ 道路空間の多様な活用・魅力づくり（オープンカフェ、歩行者天国など） 

10 その他（                                       ） 

㉗市内やお住まいの地域で、好きな景観は何ですか？ 

１ 自然景観（田んぼ、ため池、海岸、公園など） ２ 歴史景観（歴史的街並み、建物など） 

３ 眺望景観（海への眺望）    ４ 市街地景観（街並み、建物など） 

５ その他（                ） ６ 特に好きな景観はない 
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【行政経営分野】 

㉘市の取組や計画に関する情報を主に何から得ていますか？（※３つまで○） 

１ 市の広報紙（広報あかし）   ２ 市のホームページ 

３ ＳＮＳ      ４ 明石ケーブルテレビの広報番組 

５ 市のパンフレットやチラシ   ６ 新聞やテレビ、ラジオのニュース 

７ 知人や地域での活動を通して   ８ タウン情報誌 

９ その他（                                        ） 

㉙市が月に２回発行している広報紙「広報あかし」をどの程度ご覧になりますか？ 

１ ほぼ毎回、ほぼすべての内容を読む  ２ ほぼ毎回、興味のある部分だけを読む 

３ 時々、興味のある部分だけを読む   ４ まったく読まない 

㉚市の計画に意見を出したり、市の取組に参加して活動したりすることについてどう思いますか？ 

１ 積極的に行いたい    ２ 機会があれば行いたい 

３ あまり行わず行政や議会に任せたい  ４ わからない 

㉛あなたの声は、市に届けやすくなったと感じますか？ 

１ とても感じる   ２ やや感じる   ３ あまり感じない 

４ まったく感じない  ５ わからない 

※市では、市民提案箱をはじめとする従来の広聴制度に加え、市長へのおてがみ「まるちゃんポスト」や

タウンミーティング等、市民の皆様が声を届けやすくする取組を進めています。 

㉜市の窓口サービスについて、適切で気持ちよい応対がなされていると感じますか？ 

１ とても感じる   ２ やや感じる   ３ あまり感じない 

４ まったく感じない  ５ わからない 

 

問４ 転入のきっかけや考慮した住宅環境について 

 

次の１～４については、５年以内に明石市外から明石市内に転居された方にお聞きします。 

（※それ以外の方は問５にお進みください。） 

１ 転居前のお住まいは？ 

 

 

 

 

２ 転居する最も大きなきっかけは何ですか？（※１つだけ選んでください）  

１ 就職・転職・転勤のため    ２ 退職のため 

３ 進学、転校など学校の都合   ４ 結婚のため 

５ 家族や親族と同居・近居するため   ６ 家族や親族から独立するため 

７ より良い住宅を求めて    ８ より良い周辺環境を求めて 

９ その他（                               ） 

  

 
 

 (転居前)        都道           市(区) 

府県           町村 
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３ 転居先として、明石市以外のまちを検討しましたか？（※１つだけ選んでください）  

１ 他のまちは検討せず、明石市内だけで探した 

２ 他のまちも検討したが、明石市に決めた 

具体的には？（複数選択可） 

【１ 神戸市（    区） ２ 加古川市 ３ その他（            ）】 

４ 転居先を決める際に考慮した住宅環境として、大きなものは次のどれですか？ 

※３つまで選んでください。 

なお「５」及び「６」については、特に考慮したものも１つだけ選んでください。 

１ 日常の買い物が便利である ２ 電車やバス、道路など交通の利便性が高い 

３ 病院など医療施設が充実している ４ 緑や海、公園など自然が豊かである 

５ 学校の教育環境が良い ６ 子育て支援に関する施策が充実している 

 

 

 

 

７ 海産物、野菜など食がおいしい ８ まちのイメージが良い 

９ 会社や工場など働く場所が多い 10 地震や台風、豪雨など自然災害が少ない 

11 治安が良い 12 住宅の規模や価格など住宅事情が良い 

13 勤務地や学校に近い 14 親や子どもの家に近い 

15 友人・知人がいる 16 会社の社宅、寮がある 

17 その他（             ） 

 

問５ 今後のまちづくりに関するご意見・ご提案について 

 

これからの明石のまちづくりについて、ご意見やご提案がございましたら、ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

・小学１年生での 30 人学級 

・中学１年生での 35 人学級 

・小中学校でのエアコンの設置 

・中学校給食の無償化 

・高校生年代までのこども医療費無料化 
・第２子以降の保育料の完全無料化 
・公共施設（親子交流スペースハレハレ等） 

の入場無料 
・地域のこども支援活動（こども食堂、子育て 

支援センター等） 
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I問６ あなた自身について 

 以下の各質問項目については、これまでご回答いただいた結果を統計的に集計・分析するための項目

であり、また、性別及び結婚の質問は、明石市の将来人口を推計する際に使用する希望出生率を算出す

るための項目です。よろしければ、可能な範囲でご協力お願いします。 

１ あなたの性別は？ 

 

 

２ あなたの年齢は？（※記入日現在） 

１ 20歳未満 ２ 20～29歳  ３－① 30～34歳  ３－② 35～39歳 

４ 40～49歳 ５ 50～59歳  ６ 60～69歳  ７ 70～79歳 

８ 80歳以上 

３ あなたのお住まいの小学校区は？  

１ 松が丘小 ２ 朝霧小 ３ 人丸小 ４ 中崎小 ５ 明石小 

６ 大観小  ７ 王子小 ８ 林小  ９ 藤江小 10 花園小 

11 貴崎小  12 鳥羽小 13 和坂小 14 沢池小 15 谷八木小 

16 大久保南小 17 大久保小（※大久保中学校区） 18 大久保小（※大久保北中学校区） 

19 山手小  20 高丘東小 21 高丘西小 22 江井島小 23 魚住小 

24 錦が丘小 25 清水小 26 錦浦小 27 二見小 28 二見北小 

29 二見西小 

※小学校区がご不明の場合は、町名をご記入ください。 明石市（            ） 

４ あなたの世帯に20歳未満のお子様がいらっしゃる場合、以下のどちらにあてはまります

か？（複数あてはまる場合は、複数選んでください） 

１ 乳幼児（小学校就学前の子ども）   ２ 小学生          ３ 中学生 

４ 高校・高専生            ５ 大学・専門学校生     ６ その他 

５ あなたはご結婚等（事実婚、パートナーシップ・ファミリーシップ関係を含む）されて

いますか？ 

１ している     ２ していないが、いずれはしたい    ３ していない 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

   

  インターネットでの回答は、表紙の二次元コードからアクセスし、１月17日（金）までに

ご回答ください。 

 

郵送でご回答いただく場合は、この調査票を折りたたみ、同封の返信用封筒（切手不要）

に入れて、１月17日（金）までに投函してください。 


